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１．志津見ダムにおける水源地域ビジョン 

 

◆ビジョン策定の背景 

志津見ダム水源地域ビジョンは、「志津見ダム湖周辺活用計画」策定から 10 年が経ち、志津見ダム

も管理開始に至ったことを節目に、「志津見ダム湖周辺活用計画」に活性化に向けた行動計画を付加

することで、今後の方向性をより具体化し地域の更なる発展に寄与するために策定するものです。 

 

◆位置づけ                 ◆実施内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

水源地域ビジョンを策定することにより、 

○ダム湖周辺施設の維持管理について、役割分担が明確になります 

○地域住民・関係機関等において、今後の方向性等についての合意が形成され、一体となった

取り組みが可能となります 

○地域での活動の位置づけ（官民協働で策定した計画）が明確になり、助成事業等の採択にお

ける有効な裏付けとなります 

志津見ダム湖 

周辺活用計画 

志津見ダム 

水源地域ビジョン 

活性化に 
向けた 

行動計画 

○地域活性化方策の検討 

地域の活性化に向けた具体的な取り組

み内容について検討します。 

○ビジョン推進体制の検討 

検討した活性化方策を推進するための

組織や推進方法、スケジュール等につい

て検討します。 

○役割分担、連携・協力の方法の検討 

関係行政機関等の支援方法や、周辺施

設の維持管理における役割分担等につい

て検討します。 メリットは？ 
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２．志津見ダム湖周辺活用計画（平成 14 年 3 月） 

 

◆ 基本理念 

 

 

 

 

◆ ゾーンごとの活用形態、整備の位置づけと活用方針（土地利用基本計画） 

  下流域 中流域 上流域 
       

活
用
形
態 

考
え
ら
れ
る 

  
・ダム湖、ダムサイト、自然

の景観眺望を活かした観光

利用 

・ダム湖水を活かした観光利

用 

 
・ダム区域内の土地、河川の

観光利用 

・ダム区域内の土地の農業等

地場産業振興への利用 

・交通要衝を活かした観光利

用 

・景観眺望を活かした観光利

用 

 
・地域の生活環境整備として

の河川整備、親水レクリエ

ーション整備 

       

活
用
方
針 

位
置
づ
け
と 

  
自然環境保全ゾーン 

 

・自然環境をできる限り保全

するとともに、景観眺望を

活かした利用を図る 

 
地場産業と観光の連携ゾーン
 

・優れた自然景観を活かしつ

つ、観光と地場産業の連携

による地域活性化を図る 

 
生活環境整備ゾーン 

 

・生活環境の向上のための基

盤整備を図る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●将来の地域の状況に過度の期待をかけない、背伸びをしない計画 

●地域の資源を活かした地域住民が幸せになれる視点での観光と活性化 
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○笑顔で暮らせる  ○自立・自給     ○助け合い 

○伝統を守る    ○みんなの生きがい  ○つながりの要 

○美しい景観    ○リサイクル 

私たちは、志津見の美しい自然と文化を生かし、つながり合う心を 

持って自立することで、笑顔で暮らせる地域にします。 

 

３．地域住民の意向等 

 

◆地域における現状と課題等（平成 21 年度 ヒアリング調査） 

○貯水池周辺整備施設の現状について 

・施設等の整備については、当初計画内容から若干変更されている部分もあるが、概ね整備が

完了しつつある。 

・施設の維持管理については、概ね維持管理主体が明らかになっている。 

（但し、一部エリアでは、今後調整が必要） 

・周辺整備施設の中心的な役割を担う「志都の里エリア」「フラワーバレーエリア」「交流エリ

ア」「やまめの里エリア」は、基本的に（有）志都の里が管理・運営を行っている。 

○現状における課題 

・施設の維持・管理が将来にわたって地域で行えるのかなどの不安がある。 

・様々な周辺整備の維持管理を行っている（有）志都の里では、「クラインガルテン」以外での

施設での経営状態が厳しい。 

また、人材も不充分であり、現在の活動を行うだけで手一杯の状況である。 

・集客のための企画や取り組みが不足している。 

・漁協等の他の組織との連携が不充分である。 

○今後の方向性 

・基本的には、「志津見ダム湖周辺活用計画」で計画した内容や方向性を今後とも維持していきた

い。 

 

◆地域の将来像（平成 21 年度 水源地域対策アドバイザーとのワークショップ） 

〈地域の将来像についてのキーワード〉 

 

 

 

 

 

〈キーワードをもとにしたとりまとめ結果〉 
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４．志津見ダム水源地域ビジョンの理念・目標・基本方針（案）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

志津見ダム水源地域の現状 地域住民の利活用等に関する意向 

◆立地条件 
・県都松江市まで約70km、出雲市まで約40km

の遠隔地に位置する水源地域 
・町域を南北に縦貫する2本の国道が骨格軸
を形成するも、東西軸が弱い地域内道路網 

 
◆自然条件 

・県下でも有数の積雪寒冷地 
・豊かな自然環境に抱かれた水源地域 

◆社会条件等 
・高齢化・過疎化の進展 
・観光との連携による新たな農林水産業の展開 
・地域の資源を活かした観光と地域の活性化 
・古代から受け継ぎ､育まれてきた多くの歴史･
文化遺産 

 
◆上位関連計画等 

・地域の資源を活かした地域住民が幸せになれ
る視点での観光と活性化 

 

◆ヒアリング調査による地域住民の意向 

○周辺整備施設の現状 
・周辺施設の中心的な施設は、㈲志都の里が管
理・運営を行っている。 

○現状における課題 
・㈲志都の里による経営状況が厳しく、組織的
にも人材不足等の課題がある。 

○今後の方向性 
・基本的に「志津見ダム湖活用計画」に沿った
方向性を維持していきたい。 

 

◆水源地域対策アドバイザーとのワークショップ
による地域住民の意向 

○地域の将来像についてのキーワード 
笑顔で暮らせる  自立・自給 
助け合い     みんなの生きがい 
つながりの要   美しい景観 
リサイクル 

○キーワードのとりまとめ結果 
私たちは、志津見の美しい自然と文化を活か
し、つながり合う心を持って自立することで、
笑顔で暮らせる地域にします。 

志津見ダム水源地域の活性化に向けた方向性 

■ 志津見ダム水源地域の活性化に向けた方向性 

○志津見ダム周辺地域の利活用を図ることで、水源地域全体の活性化につなげていく。 

○「志津見ダム湖周辺活用計画」の考え方に沿った利活用を図る。 

○志津見ダム湖周辺活用計画に示されている基本理念を踏まえた方向性 
 

 

「将来の地域の状況に過度の期待をかけない、背伸びをしない」 

「地域の資源を活かした、地域住民自体が幸せになれる視点での観光と活性化」 

志津見ダム水源地域ビジョンの理念・目標・基本方針（案） 

 

 
 
 
 
 
 
 

志津見ダム水源地域ビジョンの対象区域は、

志津見ダム貯水池周辺を基本とするが、明確な

線引きをせずに飯南町域も念頭に置きつつ、地

域活性化に向けた活動の内容に応じて柔軟に

設定する。 

◆基本理念

志津見ダム水源地域では、志津見ダムをはじめとした様々な地域資源を活かし、地域に暮らす人々が
自らの力で自らの幸せな将来のために協力して地域の活性化を進めていくこととします。 

みんなでつくる みんなのふるさと 笑顔あふれる しあわせの里 

歴史ある神戸川水源に広がる豊かな自然を守りつつ、志津見ダムによる新たな風景を活かし

ながら、みんなが暮らす美しい里山環境の形成を図ります。 

美しいふるさと
づくり

志津見ダム周辺に整備された施設などの地域資源や、地域の農林水産業などを活かし、みん

なが明るく元気に暮らせるような活力向上を目指します。 

地域の人々だけでなく、他地域の人々も含めたみんなが集い、語らい、楽しめるような「場」

や「しくみ」づくりを進めます。 

明るく元気な 
ふるさとづくり

人が集まる 
ふるさとづくり

◆地域の目標像

◆基本方針

◆志津見ダム水源地域ビジョンの対象範囲 


